
個別説明時の先生方のコメントまとめ

短期整備計画/

管理運営に係る取組
整備内容 北野先生 中嶋先生 仁木先生

豊臣期石垣公開

施設整備

・これまでの石垣館の来館者数は？

→3月10日時点で約18万人

・天守閣は施設の規模は異なるが、比較すると来館者数は少ないの

で、広報等に力をいれ来館者数を増やしていけるとよい。

徳川期石垣の現

況調査

・全ての石垣調査が行われることはよい取り組みだと思う。

・他にも修復する必要のある石垣はないか？

→今のところないが今後の調査により作成される石垣カルテをもとに対

処していく。

内堀北東部水敲

き石垣の修復

旧第四師団司令

部庁舎の改修

・今回の塗装が既存の塗装の色と異なっており、塗装後のラインが見

えてしまっている。

・ミライザ改修時に塗装した部分を塗装する分にはよいが、オリジナル

部分も塗装してしまっている可能性があるのはよくない。

・今回の接着剤等はオリジナル部分を傷つけずに外せるものか。

・資料の既設笠木残置場所が分かりにくい。

通信環境の整備 ・事前説明で指摘したことをクリアできている。特に問題ない。

極楽橋ライトアッ

プ

・両サイドの石垣をライトアップし、反射光により歩行面の照度を確保

するということについては承知した。照度を補完する照明を別途設置す

るのであれば、設置シミュレーションの結果など、改めて確認させてもら

う。

今回、主要ルートを対象にしたライトアップの方針ということだが、今

後、公園全体でのライトアップの計画を作っていく必要がある。（次回

の公園灯等更新時に、主要ルートのライトアップと異なるものとならな

いように全体のルールを作っておく必要がある。）

例えば、暖色系の色味、3000k以内の色温度に抑える、照度、調

光、史跡の景観・施設を損なわないもの（昼間・夜間景観）、機器は

とりかえやすいもの等が考えられる。

・桜門はどのような照明か？

→門の両サイドの石垣と白壁を照射してお

り、その反射光が土橋にひろがることで明るく

している。

・極楽橋はスポットライトが必要になりそう

か？極楽橋の北のたもとあたりは暗く高低

差もあるので注意する必要がある。園地状

況を見ながら検討されるとよい。

特別史跡標識・説

明板の

設置

・説明版は、史跡全体のサイン計画の

中で考える必要がある。既存のサイン

の種類、配置状況の把握が必要。

・森之宮にも案内板や、案内所がある

とよいと思う

・既存の史跡案内板の種類や配置等を整理し、既設と新設両方で検

討していく必要がある。

　既存のものとのバランスも考えて、全体として新たに何個必要か、現

状の数や場所、内容を示し上で、新設場所を検討したい。

・デザインは作られた年代によって異ならないように統一するとよい。

（デザインコードの統一）

・整備計画で大手口に設置することが書かれているため、大手口に設

置するのはよいが、

大手口の中で、この場所となることについての考え方を示すべき示すべ

きだと思うが、そもそも提案のあった場所は設置に相応しい場所ではな

いと考える。

大手口における園

内情報の発信

・観光案内所の機能や場所の見直しに加えて、大阪城全体のサービス

の中で案内所が担う役割を示してほしい。（エリアごとの機能と案内所

を置く場所の機能を整理してほしい）

植栽管理計画

・特別史跡としての植栽管理計画が

必要。他の公園とは異なり歴史的背

景の観点が必要であり、大阪城公園

独自の計画ができるとよい。

・植栽管理計画の議論はどの場で行

う？

→整備推進会議の中で議論すること

になります。

・整備にともなう樹木の取扱いと、日

常管理にともなう取扱いと分けて考え

る必要がある。

・石垣から生えている樹木も調査でき

るとよい。

・調整が進んでいるのでよい。早くできるとよいと思う。

・植栽管理については、腐って倒れると建築

物をき損する可能性のある樹木や、石垣を

き損しかけている樹木もあったと思うが、そう

いった樹木についての伐採等の対応はいつ

頃を考えているか？

・市で対応の指針を作り、危険性のある樹

木は委員に図ってスピーディーに伐採できる

ようにしていくのが良いと思う。R8、R9にで

も伐採ができるように進めてほしい。

旧第四師団司令

部庁舎の文化財

登録

・ミライザの文化財登録は引き続き進めてほしい。

管理運営に係る取り組み

短期整備計画


